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Ⅰ．はじめに

今日では子育てとその支援の困難状況は深刻
みを増している。様々な社会経済的背景のもと、
乳幼児期の子どもを持つ家庭の様相が大きく変
化するとともに、専門職が支援者として当事者
と関わることについて、経験不足や関係構築す
るためのコミュニケーションへの苦手意識など
による自信のなさが課題として挙げられている
（平野、2006）。
では、地域で発達支援に関わる機関において、
専門職が発達を支援するとはどのようなことな
のであろうか。一般の子育て支援や障がい児支
援、成人後の親支援や障がい者支援などは、こ
れまで分けて論じられることがほとんどであっ
たが、人々が生活を送る場としての地域で、人
生の長きにわたり生涯発達（＝成長）が展開さ
れることをイメージするとき、それらの領域は
互いに重なり合い、連綿として繋がっていて、
簡単に切り分けられるものではないではないこ
とが分かる。そのような縦横にわたる発達の展
開が繰り広げられている地域で、当事者と関わ
る体験を通して、専門職たちは何を感じ、知り、
いかなる方法で、支援を行ない続けているので
あろうか。また、時代や環境の全体状況が変化
していく中でもなお、保たれていくものは存在
するのであろうか。
乳幼児期においては親子の周りに、医師・看

護師・理学療法士（PT）・作業療法士（OT）・
言語聴覚士（ST）・保健師・保育者・心理士・
福祉士などの多職種がおり、人が替わりシステ
ムが変わりながらも、発達が有機的に展開され
るよう直接的・間接的に多様な支援が行われ続
けている。そのため、本論では職域や職種、対
象をあえて分けずに、生涯発達的観点のもとで、
乳幼児期を中心とした発達支援の現場の語りを
取り上げていく。また、当事者と関わりを続け
る中でこそ支援者も成長（＝発達）し続け、専
門職たり得ていると考えられるため、本論では、
支援者が当事者を支援するという一方向的な捉
え方ではなく、支援者もまた当事者との関わり
や自身の当事者としての体験（＝当事者性）を
通して、支援者として成長を遂げることを視野
に入れながら論じていく。
方法としては、ある市町村で長年、発達支援
を担ってきた専門職たちに面接調査を行ない、
現場の様相について語ってもらい、その内容を
分析した。面接の中では、現場が直面している
現代的な課題や、親子関係や発達についての根
本的なテーマ、支援者に必要と考えられる資質
とそれを身につけるまでにたどってきた過程、
現在、実際に行なっている支援方法と心がけて
いるポイントなど、多くの点が語られた。これ
らについて整理しつつ、本論では時代や環境の
変化と課題、また、今後の支援者養成において
必要と考えられる要素について考察した。
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Ⅱ．方法

発達支援における専門性や支援者がたどる成
長過程について明らかにするため、発達支援に
関わる職務に従事する専門職に面接調査を行
なった。調査は 2012年 1月～ 4月の間に、あ
る市町村内にある複数の機関に勤務する（して
いた）6名の専門職に対して行なった。年代、
性別、職種、勤務先、経験年数は表 1の通りで
ある。これらの専門職が勤務する（していた）
職場がある市町村は、昭和 40年代以来、母子
保健や児童福祉に力を入れてきており、保健師
や保育士など専門職が管理職となって行政を
担ってきたという背景がある。いわば、現場感
覚を行政に反映させる努力をしてきた市町村で
あるといえる。そのため、乳幼児期を中心とし
た発達支援に長年取り組んできたベテランがい
る職場で、若手が学び育って経験を受け継ぐ土
壌がその市町村全体にあり、職場や職種を超え
た関わりの中で熟達した専門職を多く輩出して
きている。今回、面接調査を依頼した 6名の専
門職は、16年以上にわたって多くの利用者と
接しながら、この市町村に作用している発達支
援の経験を受け継ぐ土壌を支えてきたものと考
えられる。このような場に関与しながら、長年
にわたって多くの当事者との関わりを通して身
に付けた専門性は、量が質として体現された経

験的科学であると考えられることから、今回の
調査を依頼した。
面接調査は半構造化面接で行ない、面接の初
めにこれまでに働いた職場と年数、そこでの具
体的な職務内容等について尋ねた上で、専門職
として発達支援を行なう上で心がけていること
や感じてきたこと、どのようにして現在のよう
な専門性を身につけたと思うか、また、発達支
援に携わる後輩たちに望むことなどについて聴
取していった。ただし、面接対象者の話の中で
筆者が関心を持ち、もう少し掘り下げて聴きた
いと思った部分については、より多く聴取して
いる。そのため、話の内容が筆者の関心に引っ
張られた側面があることを、あらかじめ断って
おきたい。
面接内容は対象者の了解を得て録音し逐語録
を作成した上で、全体的な大枠を見出すために
便宜上、筆者が内容のまとまりにごとに KJ法
で分類した。しかしながら、本論は KJ法の結
果から論を進めるものではなく、経験豊富な調
査対象者の語りを質的に取り上げるものであ
る。そのため、KJ法の結果はあくまで参考と
して掲載するものとする。また、語りを取り上
げる際に、保育士や理学療法士などの職種別や
一般児童と障がいをもつ児童などの対象別、病
院と相談機関などの職域別に分けるのではな
く、発達支援全般に関わる支援者として共通す

表 1　面接対象者
年代 性別 職種 主な勤務先と経験年数

Aさん 60代 女性 保育士 保育所（21年）、地域子育て支援センター（6年）、市町村役
場（11年）

Bさん 50代 女性 保育士 障がい児施設（16年）、障がい者施設（14年）
Cさん 40代 女性 理学療法士 病院（10年）、障がい児施設（16年）
Dさん 40代 女性 作業療法士・保育士 障がい児施設（25年）
Eさん 40代 女性 保健師 市町村役場（母子担当 14年、高齢者担当 7年）
Fさん 30代 女性 心理士 総合病院（小児科・心療内科・精神科）、家庭児童相談室、ス

クールカウンセラー、キンダーカウンセラー、発達フォロー
親子教室等（16年）
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る要素を抽出するよう心がけた。

Ⅲ．結果と考察

面接調査内容を分類した結果は「時代や環境
の変化」「職場と職種」「支援者として成長する
過程」「支援方法と心がけ」の 4つに分かれたが、
本論では「支援者として成長する過程」までを
扱うこととし、「支援方法と心がけ」について
は次の機会に取り上げることとする。また、各
カテゴリー内でさらに中カテゴリーと小カテゴ
リーに分かれており、その内容を表 2、表 3、
表 4として各節の初めに掲載した。表中の数字
は小カテゴリー内に含まれる要素の数であり、
配列の順序は要素数の大小よりも、内容が近い
もの同士を近くに配列することとした。引用部
分は、語られた状態のままの表現を残している
が、長くなるものや個人を特定できる情報が含
まれている部分は途中を省略してある。また、

語りの内容を補う文言は（　）で、筆者の質問
が間に入る場合は〔　〕で挿入した。そして、
本論を一通りまとめた段階で面接対象者に目を
通してもらい、自身の語りの部分で改めて気に
なる箇所に修正を加えているが、語りの内容自
体に大きな影響を与えるものではない。
本章では、まず面接対象者がこれまでに働い
た職場と職務内容を図示し（図 1）、その上で
カテゴリー別に結果を提示して考察を述べてい
くこととする。

1．  当事者を時間的流れと空間的広がりをもつ
存在として捉えること
面接対象者が働いてきた職場や職務の重なり
合いを図にしたところ図 1のようになった。多
くの専門職は、当事者の支援を通して他職種と
協働し、次の段階や別種の働きかけのためにつ
なぐ先として他機関の存在を見通しながら自身
の支援を行なっている。子どもの発達やその家

図 1．発達支援の専門職が働く職場・職務と相互関係
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庭の生活は、支援者が関わるその時・その場面
で出てくることだけではなく、前後のライフサ
イクルにわたる時間的流れと、日々の生活を送
る空間的広がりを持つものであるため、当事者
をそのような広がりのある存在として捉えて、
その全体をカバーできる機関と職種のネット
ワークがイメージされていることが、適切な支
援を行なう上での基盤になっているものと考え
られる。

Cさんは、現在、障がい児施設で働いている
が、それ以前に病院で 10年間働いている。病
院と施設での職務内容について話を聴く中で、
Cさんは当事者が退院後にたどっていくであろ
う道筋や、その生活を中心に据えたときの関わ
りについて、以下のように語っている。

病院（で理学療法士が関わる子ども）は
障がいの重い子がほとんどで、NICUで生ま
れるところから関わって地域の施設に橋渡
ししていくっていう、そこまでの役目の病
院でした。在宅でお子さんを見られるよう
になっても訓練は必要ってことになれば、
地域につなげていくっていう。地域につな
げた後も病院として定期的に関わるんです
けど、主にはそこで橋渡ししたらフェイド
アウトしていくっていう感じで。在宅でど
こかに通園できる子はそういう形になるし、
病院にずっといるお子さんとか他の施設に
は通えないお子さんはずっとの関わりにな
ります。こちら（施設）に来たら、病院よ
りもむしろ地域に在宅でいるお子さんに関
わることになるので、ここは看護師さんも
いないし、自分の生命維持ができるくらい
のお子さんになりますよね。（Cさん）

Cさんの場合、物理的な機能訓練だけでなく、
親子の様子を見ながら在宅で過ごせる状態かど
うか、どの機関がどの程度関わる必要があるか、
などのことを同時に見極めている。
いかなる親子も同様の見極めが必要となろう
が、日常的なケアを要する子どもの場合は病院
から地域への橋渡しは重要であり、そのときの

子どもの様子や親の様子に応じて、地域の社会
資源を見極めてつないでおくことはその親子の
命綱となりうる（松田、2011）。Cさんは職種
としては理学療法士であるが、機能訓練と同時
進行で退院後の親子の生活を想像し何が必要か
を見極めてつなぐ作業も行なっており、そこに
は理学療法士の専門性の一部として、当事者の
生活のアセスメントやケースワークといった
ソーシャルワーク的要素が組み入れられている
ことが分かる。
障がい児施設で働く保育士の Bさんは、こ
れまでの職務経験から当事者のライフサイクル
にわたる見通しを広く持ち、次のように語って
いる。

この仕事をしてもう 30年になります。途
中、異動がありましたので大人の方の施設
にも行ってました。事業団の中に 6施設あ
りますので、その中での職員の異動って形
ですね。（現在、勤務している施設の利用者
には）こういう施設もあって、こういうと
ころもあるから、大きくなったときのこと
は心配しないでって伝えることはあります。
自分たちがやってる事業団のことなので、
支援するところがあるし、実際、以前ここ
にいて異動して向こうで「大きいなった
ねぇ」と受け入れてる職員もいますのでね。
そういうふうな交流もあるよってことも言
います。小さいときに福祉エリアで、その後、
教育に進みますよね。で卒業されてまた福
祉エリアに戻ってきはったりするのでね。（B
さん）

Bさんは、福祉や教育という分野を越えライ
フステージを越えて、当事者に関わり続ける姿
勢を保っている。一事業団の中で勤務施設の異
動を重ねながら、その地域在住の乳幼児期の障
がい児や成人期以降の障がい者に長年関わって
きた経験があるため、そのような姿勢が形成さ
れたものと考えられる。家庭や施設や学校での
生活の中で、当事者には医療・保健・福祉・教
育など様々な領域に属するニーズが常に混在し
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ているものと思われる（京都文教大学人権委員
会ほか、2012）。Bさんは当事者を、そのよう
な多角的なニーズを持ちながら、ライフステー
ジごとに社会の様々な領域にまたがって生きる
存在として捉え、時に直接関わり、時に遠くか
ら見守り続けているといえる。
また、心理士の Fさんは、病院での職務内容
として発達検査を取ってきた経験について、以
下のように語っている。

検査を取るならその後がないと。療育の
手段を持っていないのに検査だけ取っても
役に立たんなぁということはすごく思いま
したね。自分のところはできなくても、ど
こか道筋を示してあげるというか。〔なぜそ
れが必要？〕検査、終わりじゃなくて始ま
りなのでねぇ。たとえば CTとか取って何
もなかったですよ、で終わればそれでいい
けど、こんなん見つかりましたけどって言っ
て、そこで治療手段ありませんて放られて
もみたいな、どこかそれに通じるような感
じを思いますし。（Fさん）

Fさんは、当事者の立場に立ち、発達検査は
その後の方向づけがあってこそ意味があるもの
であることを理解した上で検査を行なってい
る。検査によって現状を把握したり課題を明確
にしたりすることは必要であるとしても、結果
が出た後に何をどのようにすれば良いのかが具
体的に見い出せなければ、当事者にとっての利
益はほとんどないといえるだろう。そのため、
地域の社会資源を知り具体的支援に結びつける
というケースワーク的視点をもつことは、心理
士にとっても職務の一部であるといえる。
どの専門職にとっても、当事者の生活空間や
ライフサイクルを見通した上で、当事者側を中
心に据えて、職域や機関の枠を越えて支援が組
みたてられている。その職種としての技術を持
ちながらも、このように “ 相手の視点に立つ ”
ことを前提として初めて専門性が成立するもの

と考えられ、支援の流れはその前提に沿って自
ずと形成されていることが分かる。しかしなが
ら、このような視点や専門性は初めから身に付
いているものではなく、様々な経験を通して身
に付いていくものであると考えられる。この点
については後述することとしたい。

2．時代や環境の変化の影響について
面接調査結果のうち、まずは大枠の部分から
論じていきたい。初めに触れたように、発達と
その支援は、それらを取り巻く時代や環境の変
化と連動しているものと考えられる。この点に
ついて、本調査では表 2のような要素が抽出さ
れた。以下に、「社会・環境」「情報」と「親」
として抽出された要素について取り上げる。

①環境と情報の変化
家庭、地域、遊び場、子育て情報など、子ど
もと育児を取り巻く環境自体が大きく変化して
きたことから（松本ほか、2007）、発達が展開
されるための前提条件が変わってきているとい

表 2　時代や環境の変化
中カテゴリー 小カテゴリー 個数

社会・環境
子どもを取り巻く環境の変化 5

物やサービスが増えすぎるこ
との弊害 5

情報 子育てに関する科学的知見の
変遷 1

親

子育て世代の親の変化 1

父親像と夫婦関係の変化 1

子どもの支援から親の支援へ 3

親役割の代行 2

子の様子の読み取りのにぶさ 1

孤立した育児 2

子の障がいの受け入れの良さ 4

子 子どもの変化 3

学校・地域 学校や地域の変化 3

全般 全般的な変化 4
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える。その中で発達の様相自体も変化し、必要
とされる支援もそれに応じて変化せざるをえな
くなっているのではないだろうか。作業療法士
であり保育士でもある Dさんは、次のように
述べている。

乳児さんの運動発達も、本当はずりばい
があって、よつばいがあって、つかまりだ
ちがあって、寝返りがその前にあってとい
う段階があるのに、その段階が飛んでしまっ
て、いきなり立ち上がるとか。周りにタン
スがあったり、その狭さというようなとこ
ろで、する必要がなくなってできない環境
になったりとか。親御さん自身もハサミを
使わすことに、すごく恐怖心を持ってはっ
たりとか、やっぱりその経験値が断然少な
かったり。それから幼稚園保育所も、手洗
いが蛇口じゃなくって自動やったり、男の
子の立位のトイレも、終わったらセンサー
で自動で水が流れるという風に変わってき
ています。そうなってくると、本当に手を
使う機会っていうのがなくって、人間がど
んどん、どんどん、退化していく。そこら
へんは、すごく感じています。何かにつけ、
手を使わなくなってるかなぁ。（Dさん）

生活環境と子どもの身体・社会・精神情動的
発達とは常に相互作用の中にあるため、一方が
変われば他方が変わり、その影響を受けて元々
変化を与えた側がさらなる変化を遂げる。そう
いった連動の中で良かった部分も悪かった部分
も同時に変化してきたものと考えられる。Dさ
んが挙げた例はまったくの日常的な場面であ
り、じわじわと生活環境が変化して人間の発達
にも影響を与えていることが感じ取れる。産業
構造の変化を背景として、都市への移住や過密
が進行し住環境が変化したり（改訂・保育士陽
性講座編纂委員会、2005）、多産多死の時代か
ら少産少死の時代へ移行したり（落合、1994）、
情報の普及や技術の進歩から道具が変化した
り、安全性や地域共生の課題から遊び場や遊び
が変化したりと、戦後日本の劇的な変化は、子

どもの発達やひいては人間自体の在り方にも変
化をもたらしているのではないだろうか。
保育所や地域子育て支援センターの保育士で
あった Aさんは次のように述べている。

なんかこう大きな流れとして、子育てが
商品化されていくっていうかねぇ。子育て
も生活も。そうでないと成り立たないよう
な生活だったりするし。だってね、子育て
の経験でも、工夫してきたことがみんな商
品化されてるから。だから、今ある商品っ
ていうのは、もちろん 5年前とも違うし、
10年前とも違うし、私たちが子育てしてた
頃とはぜんぜん違うけど、すっごい多種多
様で、与えられたものを選ぶって感覚で
しょ？（昔に）戻れじゃないし、戻れるわ
けじゃないし、だけど問題は問題として、
ちゃんと認識しておかないと、やっぱりそ
れが及ぼしてる子どもの育ちへの影響って
いうのはね、とっても大きいので、そこが
分かった上で、じゃあ保育所では何をする
必要があるのかとか、子育て支援の場では
どういうことが必要なのかとか、そういう
場にいる人たちは、分かっとかなきゃいけ
ないとは思う。（Aさん）

物が十分になかった時代は、自分たちで想像
力を駆使して工夫しないと生活が成り立たな
かったはずであるが、今は商品としてあるもの
を消費しないと生活が成り立たない時代である
といえる。仕事に時間とエネルギーを費やし、
そこで報酬を得て、私的生活を消費でまかなう
という循環が形成されている。“支援 ” もまた、
昔は住民同士で当たり前に行なっていたであろ
う相互扶助活動が、提供する側と利用する側に
分けられ、報酬を媒介に振り分けられるシステ
ムに変わってきているように思われる。家事や
相互扶助が市場化する（落合、1994）とともに、
便利さや安全、清潔などが追及されてきた中で、
「子どもの育ち」にはどのような影響があった
だろうか。また、専門職はそういった変化をど
のように受け止め、対応しているのだろうか。
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Bさんは以下のように語っている。

発達障がいの方の視覚支援で、ソフトが
たくさんでてきてます。昔やったら、絵を
手描きで 1つずつ描いてたところを、そう
いう素材をバーンと持ってきて活用でき
るっていうのはすごく便利にはなったんで
すけど、先、それに頼ってしまうってこと
もありがちなので。お子さんの発達段階に
応じて使っていけるものを使っていったら
お子さんもお母さんも楽になる時もあれば、
まだそういうものを使う段階ではないよ、
という時もあります。その見極めがね。経
験があって別のことをある程度理解できて
いると、それを使った後にどういう風に教
えていってあげんねん、ていうことも考え
られるんですが。経験ある者は、それを使
いたがる職員とかにね、使う意味なんかも
伝えながらっていうのはありますね。（Bさ
ん）

親から子へと経験を通して伝承されていた育
児や発達についての知見は、科学的な情報を元
に行なわれるようになり、科学的な情報が時代
に伴って変遷をたどることで、正しいとされる
ことがさらにまた変わっていく。それでも経験
のある職員は子どもの様子を見たり、経験の浅
い職員の関わり方を見たりする中で、素材の適
用範囲や子どもに与える時期やタイミングなど
を見極めて後輩に伝えていく。支援の素材が商
品化され、意味や過程が見えづらくなっていく
中で、そういった労力を伴う作業が地道に行わ
れ続けており、専門職を自認する者の責任感や
使命感、公共意識などが現場を支えているとい
えそうである。
とはいえ、専門職として発達支援についてい
かに深く理解していたとしても、社会環境や時
代の大きな変化に抗えないこともあるであろ
う。状況に応じてどう対処するか常に柔軟に考
えて判断することも力量のひとつであるのかも
しれない。

②子どもの支援から親の支援の時代へ
現代において未成年の子どもを育て親役割を
担っている世代は、昭和 30年代生まれから昭
和 50年代生まれくらいが中心であると考えら
れる。それらの世代の子ども時代は、当然なが
らそれ以前の世代の子ども時代とは異なり、育
まれてきた価値観も異なるであろう。また、そ
の世代が大人として生きている現代の社会情勢
もかつてのそれとは著しく異なっているものと
思われる。

バブルの真っただ中を生きてきた世代っ
て、子ども産んでも人生現役、「女」みたい
な感じでずっと主役でしょう。その世代が
今、40まできたと。40半ば、50代はまだい
けるかもしれません。60になったらどうだ
ろうと思うんですね。いつ人生を引けるの
かというか、自分は地になれるのかという
ようなところで。今、育メンとか言ってい
いパパ多いでしょう。あれもでもどうかな
と思う部分もあります。パパもママもそう
やって子育て手抜いてるっていうか、父親
は外に出て働く姿見せるとか父性の厳しさ
とか。母親が黙ってやるみたいなの、いい
とは思わないですよ。でも、その頃とは決
定的に違うっていうか。妻の機嫌はいいし、
外で頑張っても遣り甲斐のある仕事持てて
ないとか、ショッピングセンターでも行っ
てたら一日が終わって行くみたいな。（Fさ
ん）

Fさんは自身の子育てをしながら専門職とし
て働き続けているため、現代の親の感覚をリア
ルタイムで体験しながら子育て支援にあたって
いる。そのため、Fさんが言う「パパもママも
そうやって子育て手抜いてる」という言葉は、
当然ながら親としての責務を果たしてないとい
うことではない。社会情勢や時流の中で、父役
割や母役割が変化し、その流れに適応しなけれ
ば生きていかれないか、あるいは各々が良かれ
と思って選択してきた結果として現代的な親像
が形成されてきたものと思われる。また、今後
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も時代の大きな変化を背景にしながら親像は変
わっていくであろう。ただ、それによってこれ
までの家族の在り方が不可逆的に変化し、従来
の在り方に縛られなくなった半面、良かったも
のや必要なものを喪失している可能性も否定で
きない。

大きく変わったのは、平成元年くらいか
なぁ。あるお母さんが「私ね、仕事で電車
に乗ってたら、『私、なんでこんないい天気
に、こんなことしてんねやろ』って思うね
ん」って言わはったんですよ。毎日子ども
と一緒にいるのがイヤで、仕事をしたいわ
けでもしなきゃいけないわけでもないけど、
保育所に入れるために仕事して、その仕事
もイヤだということなんですね。そのとき
ね、私、すっごいカルチャーショックやっ
たんですよ。一生懸命仕事をしたり、子ど
も育てたくても育てられないとか、いろん
な状況にある人のお手伝いなり援助なり、
そういうところが保育所やと私の中で位置
づけられてきたのが、「あ、違うんや」と思っ
て。でも別にその人が子育てに対してとっ
てもマイナスな人ではぜんぜんなくってね。
そのときから、保育所のあり方っていうの
がね、違うように求められてるんやってい
うのをはっきりと認識をして。その人との
出会いというのは、子育て支援の原点なん
やろうなって思うねん。（Aさん）

Aさんが子育て支援の原点としている親像
も、決して「マイナス」のものではなく、一般
的な親の生活や価値観が変わってきている中で
必然的に浮き上がってきた親像であると考えら
れる。親世代がそのように変化してきたとき、
これまでは親子間の伝承として、また親族や地
域の互助作用として自発的に機能していた要素
が「子育て支援」として抽出され、行政の子ど
も家庭福祉サービスとして提供されるように
なっていった。現代では、子どもとの遊び方や
子どもの泣き声を聴き分ける感覚の体得、トイ
レットトレーニングの進め方などは、子育て支
援サービスとして享受する時代になっていると

いえよう。経験したことのないことを誰も実践
できないのであり、そのような体験交流の場を
意図的に作っていかないともはや自然発生的に
は得られないのである。また、子どもと 2人き
りで煮詰まる状況への打開策としても、安全で
出入り自由な子育て支援の場が開放されている
ことや、日常的な育児相談の場があることは、
現代では欠くことのできないものとなってい
る。
その一方で、日常の基本的な子育て情報はイ
ンターネットで入手する時代でもあり（東山、
2008）、たとえば、子どもに何らかの障がいが
疑われる場合の、親の受け入れの良さや持って
いる情報の豊富さも指摘されている。

昔は障がいって言葉も使いにくかったで
すね。障がいっていうふうに確定してない
お子さんもたくさんいらっしゃいますしね。
いろんな講演会であったりとか、お母さん
方に聞いてほしいなっていうようなものは
よく掲示もするんですけど、そこに障がい
児っていう内容が書かれてると、すごく私
たちも抵抗を感じて出しにくかったりしま
したけど、今はそうやってインターネット
なんかでバンバン見て逆に「こんな講座あ
るから行ってきまーす」っていうことがあっ
たりとか（笑）。自閉傾向のある方でしたら
ね、「この特性、当てはまりましたー」って
言って持ってきはったりとかあるので、そ
うやって知識をいろいろ持ってもらうのは
すごく取りやすくもなってるし、ブログも
いろいろあります。（Bさん）

昔に比べたら、納得しやすい親御さんが
増えてるかもしれません。（昔は子どもの病
気や障がいの治療や訓練のために）走り回っ
て東京でもどこでも行くみたいな感じがあ
りました。今は情報社会で、病名を言われ
たら自分でも調べられて、大体、自分の中
でも「これは難しい病気やな」とか判断で
きたり。そういう情報が入りやすくなった
からかなぁとは思います。（Cさん）

発達支援においてもインターネットの普及は
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大きく影響していると考えられ、知識が得やす
くなったことで子どもの障がいをめぐって苦し
む状況が緩和されているという側面もあるよう
である。
以上のように、環境や時代の変化に支援者は
常に対応していくこととなるが、変化した時代
の中で育った世代が当事者や支援者の中枢を占
めるようになったとき、支援の在り方自体が改
めて問われることにもなるのであろう。

3．職場・職種とその限界
次に職場と職種について、時代による変化や
役割、現状と限界などについて取り上げる。面
接調査から得られた内容は表 3の通りである。

①支援専門職にとっての職場という場
近現代における「職場」では、技術やサービ
スを提供し報酬を得ることが前提となってい
る。しかしそれと同時に、対人支援の専門職に
とっての職場は、同僚や当事者など人間と深く
関わる場、試行錯誤しながら関わり方を磨く場、
さまざまな体験を通して人間や人生について考
える場、など多様な性質を帯びてもいるであろ
う。そういった意味で、職場はまさに生の体験

ができる臨床の現場であるといえる。
ひとつの市町村で働き続けてきた Aさんは
次のように話している。

当たり前やけど、今、保育所に入ってる
子どもの親は、あのときのあの子やんなぁ、
みたいな（笑）。それこそ子育ては順繰り順
繰りっていうけど、保育もね。あのときの
あの子で、あの環境で、今、こうなってて、
子どもがこうやなっていうのは、それこそ
三代にわたって分かるっていうか。それは
あるね。（Aさん）

一市町村に就職し、定年まで保育士や行政職
として働き続けた Aさんは、かつて自分が保
育をした子どもが親になり、そのまた子どもを
預かったり、当時の子どもが保育士として同職
に携わることになったりする経験をしている。
また、保育所や地域子育て支援センターで出
会った親と、役所の児童福祉の窓口で出会う体
験もしている。そのことについての Aさんの
語りを、少し長くなるが引用したい。

あそこ（地域子育て支援センター）を私
が出た後で、あっちで出会ってた人たちに
（役所で）違う顔で出会うっていうか、たと
えばその後ね、離婚してとか、いろんなし
んどい思いがあってとか、何人もいてるけ
れども、「あのときから本当にすっごいしん
どい思いを抱えてても、私らもそれに気が
付かなかったし、気が付かなくて大変やっ
たね」って言ったときにね、「いや、そうじゃ
なくて、あの場にいてられるっていうこと
が自分の支えやった」っていう風にね。あ
のときがあるから支えだったっていうのが
あるし、また逆にね、あの当時の自分にとっ
てある意味幸せだった時を知ってる私と、
今、とってもしんどい自分とが会うってい
うのがやっぱり抵抗があるっていうかね、
そういう風に言葉に出されないでも、ある
やろなっていう場合があるので、それは勝
手にこっちが感じることやけど、感じたとき
にはこちらの関わり方をね、なるべく遠く
から見とくっていうこともあるやろし。知っ

表 3　職場と職種
中カテゴリー 小カテゴリー 個数

職場

一市町村、一事業団の中で働
き続ける 4

複数の職場で働いた経験 2

非常勤で様々なライフステー
ジの人と出会う 1

話を聴けば経過を想像できる 2

職場や場面によって関わりを
変える 5

職種 多職種との連携 2

職場・職種
の課題

事業が多すぎて人材育成でき
ない 2

時代による変化 5



34 2012 年度　心理社会的支援研究　第 3集

てるから関わった方がいい場合と、知って
るから関わらない方がいい場合と、それは
あったかな。やっぱりどんなにしんどくっ
ても、そこの場ではいい顔をしときたいっ
ていうのがあるし、しんどい思いはしんど
い思いとして、もちろん出してもいいけど
も、出さないことで支えられてる場合だっ
てあるよなぁって思う。何もかも出すこと
で支えられる場合ももちろんあるけども、
そうじゃない支えられ方っていうのがね、
逆にその人自身の中であるかなって。それ
は出てから感じたのかな。あの中にいると
きはそんな風に思わなかったけどね。（Aさ
ん）

Aさんは職種としては保育士であるが、当事
者側の言葉に表れない心情を察する心理士とし
ての役割も果たしている。場面に応じて自分の
関わり方を調節し、積極的な支援を行なわずに
遠くから見守ることこそが支援であるような場
合もあり、地域という同一空間の中で、立場や
場面を替えて必然的に出会う者同士の間では、
そのような配慮や節度、デリカシーが必要とな
るであろう。
その一方で、複数の職場で働いて様々な状態
の当事者に関わったり、非常勤として異なる職
場で色々なライフステージの人に関わったりし
た経験が、別の職場で活かされることもある。

　私もここに来るまでの病院で働いてた時
代があるから、ここでひとりでもやれてる
のかなと思いますね。新卒でひとり職場っ
てやっぱり大変なんですよね。できてたと
してもひとりよがりになって。だから、で
きるだけ外に向けた気持ちを持っとかない
とあかんかなぁと思います。
　ここも 0歳児さんから来てはるけれども、
ちょっと大きくなった子でも、生まれた頃
のことを情報として聴けば想像できるって
いうのは大きいですよね。ここは福祉施設
なので医療とは距離があるんですけど、イ
メージができるから、病院と連携を取って
いくときに「こういうことを聞いてきてね」
とか、「こうした方がいいと思うから、お医

者さんにこういう風に言ってみてね」とか。
（Cさん）

　やっぱり自分もいろいろ経験積んできた
りすると、そのことで相手の子どもとかお
母さんとかに、ようやく最近できるように
なったことはあると思います。話を聴けば
歩んできた道もイメージできるとか、そう
いうことがなんかつながって。（非常勤で
色々なライフステージの人に会うことが）
私は大きいと思うんです。それは良かった
なぁって自分では思うんですけど。でも 1
か所でコツコツやってそれが全部につなが
るってこともあると思うので、タイプもあ
りますよね。（Fさん）

複数の職場で多くの人と接しながら経験して
きたことが「なんかつながって」支援者として
の見通しとなり、「情報として聴けば想像でき
る」「話を聴けば歩んできた道もイメージでき
る」ようになる。また、そのような見通しがあ
るため、当事者にとって時宜を得た適切な助言
ができるようになる。Fさんは 16年の臨床生
活を経て、「ようやく最近できるようになった」
と実感している。
このような、当事者との関わりを通してそこ
から学び取ろうとする姿勢や当事者とのコミュ
ニケーション力は、時代を超えて必要とされる
要素であると考えられる。

　1回ですべてこう、その人を知ろうってい
うんではなくてもいいと思うんですけどね。
それはどこのどういう職場にいるかでも違
うと思うんですけど。短時間で方向性まで
決めてしまわないといけないところにいる
人はそうしないといけないだろうし。まず、
患者さんの対象も違うでしょうし、持って
きてはるニーズもその場合はハッキリして
ると思うんですよ。（Cさん）

Cさんの場合は、病院で短時間のうちに多く
の患者に関わる経験と、地域の訓練機関で長年
にわたって当事者とじっくり関わる経験の、両



地域での発達支援における専門性（その 1） 35

方を体験してきている。そのため、職場によっ
て当事者のニーズが異なり、それに合わせて支
援を提供する重要性を理解している。
このように、ひとつの職場（市町村、事業団）
の中で長年働き続けることと、複数の職場での
勤務経験を持つことは、それぞれに長所がある
ものと思われる。しかし、いずれにおいても、
その経験を通して当事者についての理解を深め
ようという思いや、当事者のニーズに沿って支
援を提供しようという意思、当事者との関わり
を通して学び取ろうとする姿勢などがあるなら
ば、支援者としてたどり着く地点はそう離れて
はいないのかもしれない。

②職場・職種が抱えるジレンマ
上述のように「職場」というものが、人間と
深く関わり、試行錯誤しながら関わり方を磨き、
人間や人生について考える場として機能するこ
とが理想であるとしても、昨今では他の様々な
事情によって、それが叶わないこともありジレ
ンマに陥っているようである。
保健師の Eさんと、保育士の Aさんは以下
のように語っている。

　それだけ家庭訪問をできる余力が各市町
村にあるのかって言われると、まあほんま
に事業ばっかりになってしまってるので、
そういう事態があるのかもしれへんですね。
そういう親子への家庭訪問を大事にしてい
くには、国から降りてくる事業は管理職が
外へ出せるものは出して、家庭訪問とかに
時間かけられるようにしてあげないと。全
部、平たくやるけれども、深まっていかへ
んて感じがしますね。人材育成大事だけど、
そういう意味で諦めてる部分もあります。（E
さん）

　今はいろんなことが窮屈になって、保育
士も大変だし、親も大変だし、たぶん子ど
もも大変やと思うわ。なんでも取り組みは
意識してしないといけなくなってるし、昔

が良かったわけでは決してないけども、誰
にもあった共通の枠組みがなくなっちゃっ
たので意識して取り組まないと。地域の支
援センターだって、なくても良かったもの
が必要になってるわけだから。だから、あ
らゆるところが、保健も、地域の子育て支
援センターも、もちろん家庭児童相談室み
たいな場もいっぱい問題があって、どこま
で支援したらいいの？ってとこですよね。
教育の場でも、何の場でも、何が必要かっ
てことをやってかないと。
　私は学校もぜんぜん違うし、保母資格試
験受けて取ったんですね。だから仕事をや
る中で学んでいったことの方が多い。小さ
い子どもとの体験はたくさんあったけどね。
自分たちでどんどんおもしろいことやって、
それでやってこれた時代と場やったんやね、
きっと。（Aさん）

Aさんが言う、「誰にもあった共通の枠組み
がなくなっちゃった」とは、かつて子育てや発
達を促す関わりは誰もが経験的に知っており、
家庭はそれを柱として自ずと成立していた、と
いうことであろう。しかしながら、平成の時代
に入ると、少子化対策と子育て支援の必要性が
国を挙げて取り組むべき課題になり、1994（平
成 6）年にはエンゼルプランが、1999（平成
11）年には新エンゼルプランが、政府により策
定された（山縣、2002）。そして、地方自治体
が計画を立てて、事業として実施することと
なった。Aさんが勤務していた地域子育て支援
センターは、新エンゼルプランにもとづいて創
出された機関である。
また、Eさんが言う「家庭訪問」は、保健師
にとってまさに人と深く関わり、試行錯誤の中
で関わりを磨くための必須要件であるものと思
われるが、母子保健以外の事業も含めて数多く
の事業の運営に追われ、保健師が家庭訪問で専
門性を深める余裕のない状態に置かれていると
いう。そして、「誰にもあった共通の枠組み」
が子育て支援サービスとして抽出され、事業化
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されて職務として「平たく」実施される中で、
支援者も当事者も、まさにその「支援」という
名のもとに、本来内部に持っていたはずの力を
見失い、表面的な外的支援に頼っているように
も感じられる。
時代に伴い環境や情報、親像や子どもの発達
の様相が変化し、そこから発生するニーズへの
対策として、多くの事業が打ち出されてきた。
それにより、誰もが一定レベルのサービスを、
以前ほど煩わしい思いをせずに提供・利用でき
るようになったかもしれない。しかしながら、
そのことにより専門職の支援内容が深まらずに
平板化するのだとしたら、支援の普及にはマイ
ナス面もつきまとうものと考えられる。しかし、
事業化された支援を止めてしまえば、当事者も、
そのような仕事に慣れた支援者も、双方が路頭
に迷うことになるであろう。このようなジレン
マに対し、何か打開策はあるだろうか。
次節では、支援者としての成長過程について
論じる。その中から、今後の支援者養成の在り
方について模索していきたい。

4．支援者として成長する過程について
支援者として成長する過程については、以下
のような結果が得られた。

①養成教育の課題
専門職として直接的に支援を担う年代は、専
門学校や大学の専門課程卒業後の 20代から 50

代くらいまでが中心であろう。20代と 50代で
は随分、価値観も支援方法も異なると考えられ
るが、若年世代の中には支援者自身の生活体験
が少ないか、あるいは日常的な生活が満たされ
ていて、生活上の何が問題になりうるのか想像
が及ばないという事態も認められるようであ
る。しかしながら昨今では、生活や家族といっ

表 4　支援者として成長する過程
中カテゴリー 小カテゴリー 個数

対人援助者
としての
資質

センス 2

コミュニケーション能力 1

責任 1

集団に関わる 1

生と死に向き合う 1

教育・研修
養成教育の課題 4

実習担当者の価値観や姿勢 1

スーパーバイザー 2

若い頃の
経験

現場に出たての頃の苦い経験 6

職種への過剰な同一化 3

集団と関わった経験 2

学生時代の教育に対する疑問 1

個人的な
経験

自身の子育て経験 3

自身が子どもの頃の母子関係
や家庭環境 2

関わりを
通して学ぶ

職場の先輩から学ぶ 3

当事者から学ぶ 2

相手の立場
に立つ 体験として「分かる」こと 2

専門性を
磨き続ける

振り返り 1

柔軟性 1

年齢と経験を重ねながら成長
し続けること 1
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たものが、かつてのような強固な枠組みとして
の自明さを失っているようにも思われるため、
生活の基本的な部分の大切さについて理解し、
そこから支援することは重要性を増しているも
のと考えられる。

　付属化免許で免許取ったけど三交代嫌だ
から入ってきたみたいな人、元々、地域看
護とか公衆衛生とか、本気でやりたいとは
思ってなくって来ちゃったみたいな人が全
国的に増えているので。そういうタイプの
人にいくら保健婦の活動の原点は個別の家
庭訪問だから、って言っても響かへんてい
うか。自分の生活とかお金に困ったことが
ない人たちにとって、家に課題がある人っ
ていうのは異次元の人たちみたい。自分に
は関係がないみたいな。（Eさん）

現代の複雑化した課題に適切に対応するため
には、相当な力量が必要なるものと考えられる
が、その一方で、養成校において学生を集め教
育するにあたっては、国で定められた養成カリ
キュラムがあり、新世代の学生たちがいて、現
場で必要とされる人材として適切なレベルにま
で育てあげた上で送り出せているとは限らな
い。この実情に対応するために養成カリキュラ
ムが改変されても、現場と養成教育の実情の
ギャップは、ますます埋めがたいものとしてあ
り続けていると考えられる。
それならば、現場に出た後で教育が行なえれ
ば良いが、この点については Cさんが以下の
ように話している。

　高齢化社会で養成施設が急激に増えたの
でね。卒後教育的なことがまだ追いついて
ないのかなぁって……。現場で上の人から
学ぶっていうことも、上の人も若い人になっ
てきているので、個々にもう任せてしまっ
てる。こじんまりと勉強会したりっていう
のはできてないかも。（Cさん）

現場のニーズの大きさに対して、専門課程修

了者を量的に輩出することはできていたとして
も、その後の教育が追い付いていかない現状が
あると考えられる。自発的に自身の研修の場や
相談の場を求める支援者は良いが、そうでない
場合はそのしわ寄せが当事者にいきかねない。
それでも、現在、現場で活躍する支援者を含
め、誰しも “ 初めて ” があったのであり、そこ
を振り返ることで、養成の課題にも可能性が見
えてくるかもしれない。以下に、面接対象者が
初任者であった頃の様子に関しての語りを見て
いくこととする。

②初任者として現場に出た頃を振り返って
では、現在、ベテランと呼ばれるような支援
者が初めて現場に出た頃はどのようであったの
だろうか。まずは Cさんの語りを引用したい。

　それはもちろん私も、新卒の頃に関わっ
た患者さんには、勉強させてもらって今が
あるっていう、それは絶対あるので、まあ
申し訳ないこともありますね。どんな仕事
もそうだと思うんですけど、最初から絶対
に 100％で社会に出てるわけじゃないですよ
ね。1からのスタートっていうけど、まあマ
イナスぐらいのスタートで、職業人として
その仕事を覚えて、できるようになって、
そこに自分なりの色を出していけるように
なるまでに年数いると思います。（Cさん）

社会人としての第一歩は、いつの時代も「マ
イナスからのスタート」であり、それは現代の
若者世代に限ったことではないようである。ま
ずは職場に入り、多くの先輩、同僚、当事者と
関わりながら「職業人としてその仕事を覚え」
る。そして、試行錯誤しながら関わり方を磨く
中で「できるように」なるのであろう。Eさん
が挙げていた “ 国から降りてきた事業を平た
く ”一定レベルでできるようになることは、お
そらく「仕事を覚えて、できるようになる」こ
とに留まり、さらにその中で、あるいは延長上
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で、人と関わることへの醍醐味を感じることが
できれば仕事の内容を深めることができ、そし
て最終的には「自分なりの色を出していけ」る
ようになるかもしれない。

Fさんは新卒の頃の自分を振り返って、正直
に語っている。

　自分たちは心理士やからって、なんかこ
う、受容と傾聴、あのスタンスでいいんだっ
て傲慢なことを思ってた、ってことを思い
ますね。なんか心理士ってついつい自己実
現とか、目に見えないとこの変化ばっかり
やると思うんですけど、そういう生活の話
とかってけっこう軽く聞いてしまう風潮が
あるかなって思うんです。そうすると、そ
ういうお母さんの相談なんかはしょうもな
いケースみたいな。変な言い方ですけどあ
りがちかなって。自分、振り返っても思う
んですけどね。もっと重たいケースやりた
いって、生意気なこと思ってたなって思う
んですけど。それはそれですごく、その人
たちの人生の初めですからねぇ。子どもに
とっては人生の初めやし、お母さんもお母
さんの人生の初めやから。そんなときに心
理士がしっかり関わってあげれたら、ぜん
ぜん違うと思うから。特に学校出たとき、
とにかく個人ケースがしたいから親子教室
なんて、とか。傾聴を軽く見てるところが
ありますよね。（Fさん）

青年期において職業上の役割に同一化するこ
とは当然のことであるといえる。青年期特有の
やや過剰な職業的同一化があればこそ力を発揮
できることもあり、それは 20代～ 30代前半の
特権であるといえるかもしれない。しかしなが
ら、支援者が人生経験を積み重ねて成熟してい
ると、人の生活のどんなに些細な部分にでもそ
の人にとっての意味を読み取れるようになる。
そこに専門職としてさりげなく関われること
は、当事者を中心に考えたときには大切な要素
であると思われる。
生まれてから死にいたるまでの人生のいかな
る局面も、その人生を送っている本人にとって

は重要なものであり、他人から見てよくある当
たり前の場面であっても、その人にとっては初
めての、一度しかない出来事であるかもしれな
い。“ 相手の視点に立つ ” ことができるように
なるとき、支援者にとっての職業的同一化は背
後に引くことになるが、そのような段階に至っ
てからの方が、むしろ専門性が向上していると
いえるのかもしれない。

③私的な経験を通して
このような専門性向上の背景には、公私の
様々な体験があるものと考えられる。多くの体
験が積み重なって、互いにつながり合い、これ
まで当たり前に見えていた人間の営みのひとつ
ひとつが重要なものとして意味を帯びてくる。
Fさんと Cさんは、自身の出産体験や育児体験
が仕事に与える影響について、次のように語っ
ている。

　同時期に同世代の子どもを育ててたんで
す、私は。そうすると、できないってこと
が分かるんですね。結局、本に書いてある
こととか、私が今まで言ってきたことって
いうのは、理想論なんやって。だから、自
分がキンダーさせてもらった時期としては
ベストやったなって思います。
　私、今でも覚えてるんです。自分が 4か
月の子どもを健診に連れてったときに、4か
月やから母乳マッサージと、仕事ちょっと
行きだしたぐらいで。ほとんど家にいて自
分の子育てがこれでいいのかどうかもよく
分からないながらやってる中で、保健師さ
んが「お母さん、上手に育ててる」って言っ
てくれたんです。その一言でめっちゃ救わ
れた感じがあって。そういうことを、たび
たびみんながしてあげられるような支援が
いるんちゃうかなって。ここは上手にやれ
てる、ここもうちょっとこうしてあげたら
こうなっていくよね、みたいな感じで見て、
保健師なり心理士なり保育士なりがずっと
いろんな時期時期で、幼児期ぐらいはと思
うんですけどね。（Fさん）
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　結婚したから、自分が子どもを持ったか
らこそ、また違う理学療法士としての仕事
ができるんじゃないかって思ったのもあり
ますね。知識として知ってるだけじゃなく
て、24時間、子育てをするっていうことを
実感として感じて、なおかつそれにプラス
αケアがいる子を育てるっていうことのし
んどさを想像、そこはもう想像になります
けど、想像力と共感性を持つことは大きい
と思います。自分の出産経験であるとか、
結婚経験であるとか、ということも大きな
人生のうちの出来事で、それが仕事に反映
されてる部分はいっぱいあるので、いろん
な他の経験が仕事に影響してくるんやなっ
て。（Cさん）

支援者の私的な経験が、公的な仕事に影響を
与え、公的な場面で見聞き体験したことが、家
庭生活にも反映される。職業上は支援者であっ
ても、私生活では母子保健や児童福祉サービス
の利用者であるので、支援者という立場から見
えるものと当事者という立場から見えるものと
の間を往復することになる。そういった往復運
動の中で、専門性が深められているものと思わ
れ、ここには事業や職業という範疇を越えた健
診や日々の支援活動についての理解の深まりが
見られる。
また、Eさんは高校時代の経験から、看護師

よりも地域で活動する保健師を選んだという。

　高校 3年ときに、福祉ボランティアで障
がい者の方との関わりがあって、キャンプ
とかに行って、看護師の仕事に就いたらい
いかもとか思ったんですけども。そのとき
に障がい者の方が、施設に一時入っておら
れた障がい者の方が、非常に重度の方だけ
ども「『ここに入ってたら一生大丈夫や』と
施設職員に言われた」と。「僕はその言葉を
聞いて施設を出ることにした」って言って
はって。私にとったら目うろこな話で、施
設で働こうかなって思ってるのに、私のそ
ういう穿った、障がい者の人のために快適
な暮らしをなんて思ってたけども、障がい

者の方々にとっては「そんな箱の中の生活
なんて」って言ってはって。そこに PTや
OTの学生さんとかもいてて、地域の方が面
白いんちゃうかなぁとか思って。（Eさん）

当事者にとって何が良い支援となるかは、当
事者が発するメッセージに耳を傾け、当事者の
立場に立つことによってしか、理解しえないも
のと思われる。“ 障がい者に快適な暮らしを提
供すること ” が良い支援であるという認識と、
困難があっても施設を出て地域生活を送ること
が障がい者自身の希望であるという認識との間
には、視点の大きな転換がある。Eさんにとっ
ては文字通り、「目うろこ」な経験であったも
のと思われる。
やりたいことやできることは本人が行ない、
それ以外の部分をサポートするという当事者主
体の関わりは、相手の立場に立ちそこに共感す
るという、基本的ではあるが支援者として重要
な視座を身につけて初めて成立することである
と考えられる。

④年齢と経験を重ね、体験として「分かる」こと
上述のように、支援者と当事者の立場を仕事
や私生活の中で体験し、相互に影響を与え合う
ようになると、2つの立場の間をイメージの中
で自在に行き来できるようになるものと考えら
れる。

　若いときって現実から離れて夢物語に生
きてたりしますよね。そういうカウンセラー
が、トイレットトレーニングおまるでさせ
るにはどうしたらいいかとか、本当に聴け
たらそれは私、すごいと思いますよ。よっ
ぽど力あるカウンセラーは聞けるかもしれ
ないけど、やっぱり普通聞きにくいですよ
ね。だいたい、そんなことに興味ないしとか。
カウンセラーってそういう子も多いと思う
んです。でもそこを一緒に考えてあげたり
聞いてあげたりする、っていうのがすっご
く大事なんですね。見て覚えることもある
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かもしれないけど、そういうことを積み重
ねていって、自分が経験したりして「分か
る」ってなるとこまでは、ちょっと違いが
ありますよね。（Fさん）

机上の勉強で身に付く部分や見よう見まねで
身に付く部分も、当然ながらあると思われるが、
私生活や仕事上の実体験として自分自身の心や
身体の中をしっかりと通過した事柄は、「分か
る」という体験となって、他者理解に結びつい
てくる。専門性を極めるほど支援者の立場と当
事者の立場は往来可能なものとなり、自身の中
の支援者性と当事者性として、互いに重なり合
いながら両方の属性を備えた “ 人 ” としての成
長につながるのかもしれない。双方が合わせ鏡
のように作用する相乗効果を活性化できれば、
人として支援者としての成長を見込むことがで
きそうである。
また、Cさんは以下のようにも語っている。

　自分の仕事を振り返ると、そこには痛い
けれど失敗もあるでしょうけど、嫌な記憶
は忘れようではなくって、失敗は忘れては
いけないことやろうと思ってますけどね。
もっと何かできたんちゃうかな、不十分やっ
たことは何かな、別の方法があったんじゃ
ないかなって。想像力と、振り返ることと、
柔軟性が大切なのかなと思います。自分自
身出来上がってないですけど（笑）。でも、
20何年もやってるからもうマンネリで、大
丈夫これでいけるとかっていうんではな
くって、自分もまだまだ変化していってる
というか。今の親子っていうのはまた社会
も違うし、お母さんのしんどさを受け止め
ても、一緒に倒れてたら意味がないので、
そこはそこで処理をしながらいかなあかん
ていうこともあります。そこは年齢を重ね
ながら、経験を重ねながら、今もできてる
かどうかは分かりませんけど、変えていく
ところなのかなぁとは思うんですけどね。（C
さん）

年齢を重ねながら、経験を重ねながら、絶え
ず変化する現場に対応し続けるためには、物事

を固定的に捉えない柔軟性や、起きたことやそ
の時の自分をありのままに振り返る正直さ、誠
実さ、タフさが必要となるのであろう。支援者
において心の中に積み残しの課題があれば、そ
のような柔軟性は保ちにくくなり、当事者の立
場に立ちにくくなるかもしれない。そして年齢
と経験を重ねて自信がつくほどに、絶えず変化
しながら起きてくる現象に対して、柔軟かつ誠
実に対応できるようになるのかもしれない。ま
た、「一緒に倒れとったら意味がない」ため、
当事者の立場を深く理解しつつも、自分を客観
的に見るメタな視点も心のどこかに維持し続け
ることができるようになるのであろう。
以上のような視座を段階的に身に付けること
が、発達支援の場において、それぞれが専門性
を発揮するためのベースに共通してあるものと
考えられる。発達支援にかぎらず、対人援助に
あたる専門職において共通する要素であり、ひ
いては人としての成長を遂げるために必要な視
座であるともいえそうである。今日では資格化
された各種専門職も元々はなかったものも多
く、なかったものが必要になって手放せなく
なっているのであり、Aさんの言葉を借りるな
らば、今日、専門職が果たしている役割は、か
つて「誰もが持っていた共通の枠組み」が外在
化しているだけなのかもしれない。そのように
考えるならば、私たちが支援者や当事者として
の立場を行きつ戻りつして経験しながら身に付
けていくことは、結局のところ、人として必要
な要素を取り戻す過程にすぎないのかもしれな
い。

Ⅳ．まとめ

本論では、乳幼児期を中心とした地域での発
達支援をテーマに、家庭や環境の時代的変化や、
専門職が支援者として成長していく過程につい
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て論じてきた。
時代や環境の全体状況が激変していく中で
も、職種を越えて保たれることが望ましい要素
として、当事者を時間的・空間的広がりをもつ
存在として捉えて、当事者を中心に据えて支援
を組み立てることが挙げられた。また、多くの
事業に追われるという課題はあるものの、職務
や私的な経験を通し、自身の支援者性と当事者
性を行き来しながら体験として「分かる」よう
になることで、人として、支援者としての成長
が可能であることが述べられた。
これらの点を念頭に置きながら、今後の支援
者養成に当たっていきたいと考えている。
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